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スマホライクなUIへニーズが高まるも  
既存の手法やツールでは対応が困難

近年、車載デバイスや家電製品などのさまざまな電子機
器で、高精細液晶を用いたリッチなUIが求められるように
なってきている。こうしたUIが必要になる理由としては、機
器の多機能化といった事情もある。多彩な機能を利用者が
使いやすいように提供するには、グラフィカルユーザーイン
タフェース（GUI）で表示・操作する仕組みがなければ困難だ。
また、多くの人々がスマートフォンを使うようになり、エン

ドユーザーの考え方が変わってきたことも大きな要因と言え
る。現代では、むしろスマートフォンに寄せたGUIこそ、ユー
ザーにとって「すぐ使える」デバイスとなるのだ。
とはいえ、既存の組込みアプリケーション開発者、開発チー
ムにとってはスマホライクなUIの開発は大きな課題になり
がちだ。そもそも組込み分野の
開発者にとって、リッチな UIの
開発に必要なスキルやノウハウな
どは、それまで培ってきたものと
は大きく異なる。リッチな表現を
手作業で開発することは困難で
あり、開発規模も拡大しがちに
なる。UIの検証などを含めると、
その工数や管理負担、開発期間
は増えるばかりだ。
課題となるのは開発面だけにと

どまらない。GUIには相応の素
材やデザインが欠かせないが、そ

の素材制作やデザイン作業、コンテンツ管理なども大きな負
担となる。しかもスマートフォンのGUI表現は進化し続けてお
り、今後もそれに追随していくことが求められるだろう。平面
的かつ固定的なGUIでなく、2Dアニメーション、3D表現と
いった、より高度な表現にも将来的に対応していく必要がある。

高い表現力と開発効率の両立には  
適切なツールの活用が不可欠

GUI開発にまつわる諸々の負担を軽減し、一貫性のある
デザインを製品に生かしていくソリューションとして加賀 FEI
が提供しているのが「UI Conductor」である。
本ツールは、リッチなUIを容易に作成でき、効率的な開

発を実現できる点が特徴だ。2D画像や 3Dモデルなど、外
部デザインツールで作成したデータを取り込んでUI素材に
使うことができ、デザイナーが制作したイメージをそのまま
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開発工数やコスト低減、迅速な市場投入に寄与する「UI Conductor」

組込み開発においてもリッチなユーザーインタフェース（UI）の開発ニーズが高まっている。しかし、高い表現力と開
発効率の両立は容易でなく、多くの開発現場が課題を抱えているのが実情だ。こうした課題を解決するカギとなるのが、
適切な開発ツールの選択と活用である。本稿では、加賀 FEIの「UI Conductor」が提供する、組込みデバイスにおける
高度な UI開発を効率化するための機能とそのメリットを解説する。

開発中の画面を PC上でプレビューできるので工程の削減が可能



合も自動チェックされる。こうして早い段階で UIの不具合
を発見・修正していくことで、多言語対応も効率的に行える。
ほかにも、UI Conductorを活用することで、UIのメンテ

ナンス性の向上も期待できる。登録した素材、開発したUIは
プロジェクトデータとして一元管理されており、デザイン要素
の追加や修正・差し替えを行った際にも抜けや漏れが生じに
くい。それらの内容をドキュメントとして出力する機能も備え
ており、仕様書作成などの手間も減らせる。改良版や派生品
などを開発する際、過去のプロジェクトデータを流用すること
も容易だ。新製品を開発する際にも既存の開発成果を活かせ
るため、工数削減やコスト低減、迅速な市場投入、シリーズ
としての統一感あるUIの実現、といったメリットにつながる。

幅広い分野に対応可能  
「国産製品」であることも大きな強み

UI Conductorは汎用性が高く、多彩なプラットフォーム
やOSをサポートしているため、特定環境にロックインされ
る不安も少ない。自動車関連サプライヤーや家電メーカー、
産業機器メーカーなど幅広い企業が採用しており、これらの
企業ではUIの開発効率向上や、シリーズ製品の統一感ある
UI開発などの効果が得られているとのことだ。
また、日本の製造業にとって、加賀 FEIが日本企業であ

ることも大きなメリットと言えるだろう。この種のツールには
海外製品が多い中、UI Conductorを採用すればサポート
も日本語で受けられるため、日本企業で働く日本人エンジニ
アにとっては大いに安心できる材料になるはずだ。
なお、加賀 FEIでは設計／製造受託サービス（EMS/

E2MS）も提供している。E2MSとは、一般的な EMSサー
ビスに「エンジニアリング」を加えた、上流の開発段階から
の支援を特徴とする同社独自のサービスだ。UI Conductor
を用いたUI開発にも対応しているので、UI開発のノウハウ
不足に懸念がある企業は、ぜひ相談してみると良いだろう。
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UIに生かせる。
取り込めるデータやアプリケーションには、PSD（Photoshop）

や SVG、FBX、Figmaなどがあり、多彩なデザインツー
ルに対応するため、デザイナーとアプリ開発エンジニアとの
業務連携もスムーズだ。また各種 UIパーツも備えており、
これらの素材やパーツをドラッグ＆ドロップで配置し、プロ
パティや動作などを設定することで、2D／ 3Dアニメーショ
ンも含む UI画面を、迅速かつ効率的に開発できる。UI開
発でのコーディングは不要だ。

UI Conductorでは、アプリケーションと連携できる機能
を活用することで UI画面の開発をアプリ開発と並行して進
めることもできる。UI Conductor上では、開発中の画面
をPC画面でプレビューしてプロトタイプ検証が可能。アプ
リと画面の並行開発を進めれば早い段階からUIをレビュー
できるため、デザイン修正の時間的猶予も確保しやすい。も
ちろん大画面に表示して多人数でレビューを行い、ディスカッ
ションしながらUIを検証するといったこともできる。こうし
て画面の完成度を高めた状態で実機テストに臨めるため、
手間がかかりがちな実機テストの頻度を減らすことができ、
手戻りが生じた際の負担も軽減される。

多言語対応の開発も効率化  
素材やUIの一元管理で高いメンテナンス性

さらに、UI Conductorには多言語のテキストを管理する
ためのエディタが用意されているため、多言語対応を行う際
にも、テキスト部分のみ差し替える形で容易に開発を進める
ことが可能だ。この各言語版も、もちろん PC上で表示し
て検証することができる。言語によってはテキストの長さが
変わることによりデザインに影響が生じる場合もあるが、UI 
Conductorはテキスト領域からのはみ出しをチェックする機
能も備えており、表示が見切れて読めないといった不具合も
早期発見が可能だ。表示枠に対する文字列が抜けている場
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